
はじめに

手取層群は，北陸地方を中心に広く分布する，浅海成～
非海成の中部ジュラ系～下部白亜系である（前田，1961；
Kusuhashi et al.，2002；Fujita，2003）．最近，同層群では
新たなアンモノイドの発見や砕屑性ジルコンのU-Pb年代測
定により，いくつかの層準において同一時間面を確定して
いく研究が行われ，地質構造論および時代論の大幅な見直
しが進められつつある（佐藤・蜂矢ほか，2003；Sato and 
Yamada，2005；Kusuhashi et al.，2006；後藤，2007；松
川ほか，2007；佐藤・浅見ほか，2008；Matsukawa and 
Fukui，2009；松川・淺原，2010；Hasegawa et al.，2010；
Kawagoe et al.，2012；佐野ほか，2013）．同層群は，一般
に下位から九頭竜亜層群，石

い

徹
と

白
し ろ

亜層群，赤岩亜層群に区

分されている．特に九頭竜亜層群中部層からはアンモノイ
ドをはじめイノセラムス類など海生軟体動物化石が報告さ
れている．九頭竜亜層群中部層には，Pseudoneuqueniceras 
yokoyamai 帯（後期 Bathonian），Kepplerites japonicus 帯 
（最前期 Callovian），Oxycerites帯（前期 Callovian）のア
ンモノイド群集帯が設定され，さらにその上位の九頭竜
亜層群上部（佐野ほか，2013では中部から上部に区分さ
れている）には，中期 Oxfordianのアンモノイド群集帯
としてKranaosphinctes matsushimai 帯が設定されている
（Sato，1964；Sato and Westermann，1991；Handa et al.，
2014）．今回報告するアンモノイドは，著者の一人である半
田が 2007年度の新潟大学理学部地質科学科卒業論文の調査
の際に，福井県大野市石徹白地域で採集し，半田ほか（2008）
で報告された標本である（Fig. 1）．アンモノイドの産出層
準は，九頭竜亜層群下部層で，従来知られている層準より
も下位にあたる．今回のアンモノイドは残念ながら詳細な
時代決定には至らないが，手取層群の中で最古のアンモノ
イドであり，今後のさらなる発見の契機となるものと考え
られるため，ここに報告する．
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要　　旨

　福井県大野市石徹白地域に分布する手取層群九頭竜亜層群下部層からアンモノイドが産出した．手取層群
のアンモノイドの産出は，これまで九頭竜亜層群中部層より上位の地層のみに限られていたが，今回のアン
モノイドはそれよりも下位の九頭竜亜層群下部層から産出し，手取層群のアンモノイドとしては最古のもの
である．

キーワード：手取層群，九頭竜亜層群下部層，アンモノイド，石徹白地域，飛騨帯

GOTO, Michiharu and Naoto HANDA （2014） Ammonoid from the Lower Formation of the Kuzuryu 
Subgroup, Tetori Group in the Itoshiro area of Ono City, Fukui Prefecture, Central Japan. Mem. Fukui 
Pref. Dinosaur Mus. 13：9–15.
　An ammonoid was found from the Kuzuryu Subgroup of the Tetori Group distributed in the Itoshiro 
area of Ono City, Fukui Prefecture, Central Japan. Ammonoids from the Tetori Group have been 
described only from the beds stratigraphically above the Middle Formation of the Kuzuryu Subgroup 
so far. Ammonoid here reported was recovered from the Lower Formation of the Kuzuryu Subgroup, 
representing the oldest ammonoid from the Tetori Group. 
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地質概説

アンモノイドが産出した石徹白地域は，九頭竜川上流に
あたる福井県大野市南東部に位置し，手取層群九頭竜亜層
群および石徹白亜層群の模式地として，古くから研究され
ている（前田，1952，1961）．この地域の南西側には基盤
岩である飛騨変成岩類があり，その北東側には断層を境に
して九頭竜亜層群が分布し，全体的には北西－南東方向の
走向で北東傾斜の構造をしている．前田（1961）では下位
より下山層，大井谷層，栃餅山層，貝皿層，山原坂層に区
分されている．これに対し，山田ほか（1989）では九頭竜
亜層群を最下部層（下山層相当），下部層（大井谷層・栃
餅山層相当），中部層（貝皿層相当），上部層（山原坂層相
当）としている．Fujita（2002）も基本的には前田（1961）
の見解を踏襲したが，前田（1961）の大井谷層と栃餅山層
を合わせて栃餅山層としている点で山田ほか（1989）と類
似する．山田ほか（1989）によると，最下部層は礫岩と粗
粒ないし礫質砂岩からなる．礫は円礫から亜円礫の大礫か
ら中礫を主とし，礫種は花崗岩，片麻岩，結晶質石灰岩，
チャート，砂岩や頁岩などの砕屑岩からなる．層厚は 400
ｍを越えると推定される．続く下部層は主にアルコース質
粗粒砂岩からなる．砂岩頁岩互層と頁岩を伴い，一部に礫
岩砂岩互層も見られる．産出化石としてはベレムナイト類
が知られている（前田，1952；河合ほか，1957）．最大層厚
は 800ｍ内外とされている．中部層は塊状あるいは葉理の
発達した黒色頁岩を主とし，砂岩頁岩互層を含む．アンモ
ノイドやイノセラムス類などの海生軟体動物化石を産する
ことで古くから知られる（Hayami , 1960；Sato，1962）．層
厚は 400ｍ～500ｍと見積もられている．中部層ではアン
モノイドにより，Pseudoneuqueniceras yokoyamai 群集帯，
Kepplerites japonicus 群集帯，Oxycerites 群集帯の 3帯が
認められ，その時代は後期 Bathonianから前期 Callovianに
対比されている（Sato and Westermann，1991；Handa et 
al.，2014）．上部層はアルコース質の粗粒砂岩および礫質砂
岩を主とし，細礫岩，中～細粒砂岩，砂岩頁岩互層，頁岩
などを多少挟在する．層厚は変化が著しく 150ｍ～400ｍ
とされている．この層で認められたアンモノイドの群集帯
は Kranaosphinctes matsushimai 群集帯で，中期 Oxfordian
に対比されている（Sato，1962；Sato and Westermann，
1991；佐野ほか，2013）．上部層からは，ほかにもベレムナ
イト類，トリゴニア類，腕足類などの産出が報告されてい
る（前田，1952；Kobayashi，1957）．
石徹白地域を含めた九頭竜地域の地質構造区分では，手

取層群は飛騨帯ないし飛騨外縁帯上に分布し，東西方向に
優勢な断層によって，東西に狭長な分布を示すことで特徴
づけられる（大藤ほか，2004）．また佐野ほか（2013）は，
手取層群の地質構造形成過程に新たな解釈を示唆し，アン
モノイドや砕屑性ジルコンのU-Pb年代測定値の特徴から，
手取層群を三列（北列，中列，南列）に区分し，石徹白地
域はこのうちの北列としている．
今回のアンモノイドが発見されたのは，石徹白地域大野

市下山の「作業道下山線」沿いの露頭の前に散在する転石
中からである（Fig. 2）．転石ではあるものの，その母岩の
特徴から，アンモノイドの産出層準は転石の前にある露頭
に露出する九頭竜亜層群下部層の砂岩頁岩互層中にあると

判断した（Fig. 3）．この砂岩頁岩互層は，砂岩層と頁岩層
のリズミカルな互層で特徴づけられ，全体的に砂岩層が卓
越し，砂岩各層の粒度は中粒～粗粒である．この砂岩層は
平行的な層理面が途切れずに広がっているように見えるが，
連続性がそれほど良くなく，いくつかの砂岩層については
側方に層厚が薄くなっているものも見られる．頁岩層は淘
汰が悪く，砂質頁岩が卓越する．さらに，今回のアンモノ
イド産出層準を挟む上下位の九頭竜亜層群下部層では，砂
岩優勢のリズミックな砂岩頁岩互層の上位に，細礫を含む
砂岩や粗粒～極粗粒砂岩などが重なる上方粗粒化堆積相が，
少なくとも 5サイクル確認できた（Fig. 4）．

九頭竜亜層群下部層産アンモノイドについて

今回報告するアンモノイドは石徹白地域の九頭竜亜層群
下部層から採集された Holcophylloceras  sp.である．これ
までに下部層からのアンモノイドの産出記録がないことか
ら，以下に図示および記載する．標本番号は新潟大学（NU-
MM0069）による．

フィロセラス科　Phylloceratidae Zittel, 1884
カリフィロセラス亜科　Calliphylloceratinae Spath, 1927

Holcophylloceras  Spath, 1927
Holcophylloceras  sp.

FIGURE 1. Holcophylloceras  sp. （NU-MM 0069） from the Itoshiro 
area, Ono City, Fukui Prefecture, Central Japan. Scale bar：10 mm.
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Figure 1
FIGURE 2. Geologic map of the Itoshiro area of the Kuzuryu district, Ono City, Fukui Prefecture, Central Japan （modified from Sano 
et al., 2013 and compiled from Yamada et al., 1989）. Ammonoid locality is shown by a red circle. a, Post-Tetori volcanic rocks；b, Post-
Tetori plutonic rocks；c, Nochino Formation （Akaiwa Subgroup）；d–e, Itoshiro Subgroup （d, Itsuki Formation；e, Obuchi, Kamihambara, 
Ashidani, and Yambara formations）；f‒h, Kuzuryu Subgroup in the Mana area （f, Upper Formation；g, pyroclastic rocks；h, Middle 
Formation）, i‒l, Kuzuryu Subgroup in the Itoshiro area （i, Upper Formation；j, Middle Formation；k, Lower Formation；l, Lowest 
Formation）；m, Constituent rocks of the Hida Belt；n, Constituent rocks of the Hida Gaien Belt；o, Fault. 
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標本―螺環の四分の一が残っている雄型である（NU-
MM0069）．半田直人が 2007年 10月 23日に転石中から採集
したものである．転石は露頭の前に散在していた岩石の一
つである．化石はその母岩の特徴から明らかに露頭から脱
落したものと判断できる．母岩は風化した黄白色砂質頁岩
である． 
産地―福井県大野市下山，作業道下山線沿いの露頭（Figs. 

2，3）．
計測値（mm）―殻の直径，臍の径，螺環の幅はいずれ

も不明．螺環の高さは保存されている部分で 25.1 mm．
記載―螺環の四分の一と，わずかながら臍の部分が残っ

ている．螺環はかなり密巻き，螺環断面の形状は変形のた
めに正確には分からない．臍縁部は急傾斜でくぼみ，側面
はやや緩やかに膨らみ，腹縁部は丸くなる．殻口に近い部
分の側面にはしわ状の細条がみられる．肋は幅広く不明瞭
ではあるが，腹縁部にわずかながら見られ，側面では消滅
する．したがって，側面はS字状のくびれを除くと滑らかで
あるが，腹縁部においてくびれより前方の肋はくびれに対
して斜交している．臍から腹縁までこの属特有の深いくび
れがあり，くびれは臍縁でやや後方へ湾曲し，さらに臍の
中心に向かって前方へ傾く．螺環側面ではくびれはやや直
線的になる．

比較―内側螺環の形態および螺環断面は確認できない
が，外側螺環の形態，くびれ等の特徴から，この標本は，
Holcophylloceras の一種と考えられる．螺環形態，螺環
側面でやや直線的になるS字状のくびれの形態と数，その
位置は蜂矢・水野（2003）で図示された大野市貝皿産の
Holcophylloceras  sp. A（図版 1-③）に類似している．本標
本も蜂矢・水野（2003）で図示された Holcophylloceras  sp. 
Aと同様に保存状態としては良くはなく，殻表面の装飾等
がわからない．

時代―本標本が産出した九頭竜亜層群下部層は，同亜層
群中部層（後期 Bathonian～前期 Callovian）より下位にな
ることから，本標本の時代は後期 Bathonian以前と考えら

れる．Jakobs and Smith（1996），Murphy and Rodda（2006），
Arkell et al.（1957）によると本属のレンジは前期ジュラ紀 
Toarcian～前期白亜紀 Aptianとされ，手取層群の層序の
データと矛盾しない．

分布―本属は，ヨーロッパ，北アフリカ，インド，マダ
ガスカル，日本，南北アメリカなど世界中から産出が知ら
れる．

考　察

石徹白地域のアンモノイドは，これまでに九頭竜亜層
群中部層および上部層で 4群集帯（後期 Bathonian～中
期 Oxfordian）を構成するアンモノイドが知られているの
みであった（Sato and Westermann，1991；Handa et al.，
2014）．しかしながら，今回のアンモノイドはより下位の九
頭竜亜層群下部層から初めて産出したものである．下部層
から産出する化石は，これまでに前田（1952）や河合ほか
（1957）によるベレムナイト類の報告のみで，時代決定に
有効なアンモノイドの産出報告はなかった．今回の標本の
Holcophyllocerasはレンジが前期ジュラ紀のToarcianから
前期白亜紀のAptianまでとされており，九頭竜亜層群下部
層の時代は，後期 Bathonian以前とする従来の考えと矛盾
しない．
さらに，今回アンモノイドが産出した地層は，平行的な

層理面をもつ砂岩頁岩層の繰り返しのように見えるけれど
も，砂岩層は連続性がそれほど良くなく，いくつかの砂岩
層については側方に層厚が薄くなっているものも見られる．
このような特徴をもつ地層は，広大な深海に堆積したもの
ではなく，陸棚から沖合程度の海底に堆積した可能性を示
唆し，砂岩頁岩互層の上位に粗粒な堆積物が重なる上方粗
粒化の現象はデルタ堆積相で知られている（岡田，1979）.
このことから，アンモノイドが産出した九頭竜亜層群下部
層の一部は，陸棚から沖合にかけて少なくとも 5回以上の
上方粗粒化のサイクルを繰り返して堆積した可能性が高い
と考えられる．
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FIGURE 3. Outcrop of the ammonoid locality.
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FIGURE 4. Columnar sections of the fossil locality around shown in Fig. 3.（modified from Handa et al. （2014））.
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